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Field Application of the Thick Layer Spraying Method
Utilizing Steam-exploded Waste Wood Chips
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	建設発生木材は、最新の調査である平成17年度時点で年間471万トンが場外排出されている1)。建設発生木材は、発生抑制の上、再資源化されることが期待されているが、単純焼却される割合が高く、再資源化率が低いことが課題の一つとされている。
	一方で、法面緑化資材や園芸資材としてピートモスが消費されており、有機質系生育基材吹付工の主材料の一つとして利用されている2)。ピートモスとは、ミズゴケなどが寒冷地湿地で未分解状態のまま長年堆積し変性してできたもので、土壌の通気性や保水性の改善効果に優れた土壌改良材である。採掘にあたっては、湿地の減少や生態系の破壊などの悪影響が懸念されるため、業界団体等はルールを設定し、環境に配慮した事業を試みている。しかし、ピートモスの採掘後、新たにピートモスが復元して炭素貯蔵庫の役割を果たすとしても2000年程...
	木材の蒸煮（じょうしゃ）爆砕法とは、長さ5cm程度の木質チップを高温高圧の水蒸気によって一定時間蒸煮した後、瞬時に圧力を開放し、凝縮水の気化に伴う爆発的な体積膨張と蒸煮装置からの高速噴射による物理的な破壊によって粉砕する処理を指す4)。蒸煮爆砕法は木材の糖化、飼料化などに用いられる他、当チームでは木材等からのバイオガスの生成のための利用法5)を開発し普及を図っている。走査型電子顕微鏡により撮影された蒸煮爆砕処理の前後の木材（ヒノキ）の写真の例を図-1に示す。蒸煮爆砕処理によって木質繊維が10マイク...
	木質チップを爆砕処理した木質爆砕物は、繊維化するためにピートモスとよく似た性状の物性に改質されることに着目し、これまでに土木研究所、日本植生株式会社、ライト工業株式会社、東興建設株式会社は共同研究により、伐木や抜根材などの建設発生木材や剪定枝葉の木質爆砕物をピートモスの代替材料として法面緑化資材へ利用する工法（以下、「本工法」という）を開発した6)。これまでの研究では、本工法は導入木本植物の発芽・生育は良好で、周辺環境より草本植物が侵入・定着することが確認されており、周辺環境に調和した緑化が期待で...

